
はじめに

第一次大極殿の復原研究を進めるなか、大極殿正殿に

葺かれた瓦については、これまで様々な考察が加えられ

ている１）。現在、大極殿正殿は復原工事が進行中である

が、奈良時代前半の大極殿に葺かれた瓦はどのように復

原されるのか、また、今回実際に施工される瓦は、どこ

まで忠実に復原研究を反映できるのかということが重要

であり、とくにその色の再現が課題であった。そこで、

瓦を実験的に製作することで、研究および施工両側面か

らの解決を図った。

瓦の色を決定する要因は、�胎土の成分、�表面調整

方法、�炭素の吸着度合、�焼成温度などが考えられ

る。今回の試作では、このうち表面調整方法と色の関係

の解明を主な目的とした。第一次大極殿所用出土瓦は、

平城山丘陵採集の粘土を用い、１０００℃前後の比較的低温

で焼成し、表面に炭素皮膜が吸着していることが報告さ

れている２）。しかし、今回は、実際に復原建物で使用する

瓦の試作を兼ねることから、使用する粘土や焼成方法が

限定され、出土瓦と異なる仕様で製作することとなっ

た。また、この結果は、復原建物に使用する瓦の仕様を

検討する資料ともなった。

基本仕様

瓦の製作は、（株）山本瓦工業の協力を得、以下の基本

仕様でおこなった。

�出土瓦で使用された平城山産ではなく、現在入手が可

能な三河産粘土を基本としたブレンド粘土を使用する。

�土練機（非真空）にて荒地をつくり、数日乾燥させた後

にプレス型で成形し、表面調整を施し、乾燥させる。

�焼成にはガス窯を使用する。焼成温度は約１１４０℃３）で

２８時間焼成し、いぶし飛ばし４）とする。

検討方法

（１）表面調整と色の関係を調べるために、表面調整方法

のみを変えた瓦を製作した。製作した瓦の種類は以下の

通りである。

［平瓦］

�表面調整なし（プレス成型のまま手を加えず乾燥）。

�布目…布を瓦の凹面に当て、タタキ棒で叩いて布目を

つける。布目のほか、同時にタタキ棒の圧痕が残る。

�布目＋ナデ（工具ナシ）…布目を�と同様の方法でつけ

た後、手の腹で布目を消すようになでる。

�布目＋ナデ（工具使用：ナデ板）…�と同様に布目をつ

けた後、工具でなでる。

�ケズリ（金ベラ）…凹面側辺部を金ベラで削り取る。

�ミガキ１（半乾燥：金ベラ・木ベラ）→プレス成型後３日

間乾燥させ、半乾燥の状態で工具を使って粘土表面が滑

らかになるようにこする。

�ミガキ２（乾燥後：金ベラ・木ベラ）→粘土が十分に乾燥

した状態（素地）で、工具を使って表面が滑らかになるよ

うにこする。

［丸瓦］

�表面調整なし。

	タタキ…縄目を再現するために、縄を巻きつけた棒状

の工具でたたく。瓦には縄目が残る。


タタキ＋ナデ（工具ナシ）…	と同様の方法で縄目をつ

け、手の腹で縄目を消すようになでる。

�タタキ＋ナデ（工具使用：金ベラ・木ベラ）…
と同様に

縄目をつけた後、工具でなでる。

�ミガキ１（半乾燥：金ベラ・木ベラ）…�と同じ。


ミガキ２（乾燥後：金ベラ・木ベラ）…�と同じ。

以上の瓦を焼成後、表面の色を測定し、それぞれの色

差を検討した。測定機材はMINOLTA SPECTROPHO-

TOMETER CM－２０２２である。測定は、自然光を遮断

し、人工照明を最低限に保った室内でおこなった。色度

はL*a*b*表色系５）で表示する。

（２）復原建物で使用する瓦の検討のために、（１）で製作

した瓦と、第一次大極殿出土瓦との色を比較した。な

お、奈良時代初期の６２８４C－６６６４Cを第一次大極殿の瓦

の色の基準となる試料とし、計測した数値の平均を、大

極殿使用瓦の色と仮定した。

このほか、大極殿使用瓦の色に近い色を得るために、

瓦の表面にベンガラ、丹土、淡路産粘土を水に溶いたも

のを塗布した瓦も製作し、それぞれの色を測定した。

［塗布］

表面調整をせず、素地段階（窯入れ直前）で表面に塗布

する。

�ベンガラ（ベンガラ：水＝１：５）

�ベンガラ（ベンガラ：水＝２：５）
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�丹土（丹土：水＝１：５）

�丹土（丹土：水＝２：５）

�淡路産粘土刷毛土…淡路産の粘土を水で溶いたもの

を、刷毛で乾燥させた焼成前の瓦の表面に塗る。

結 果

測定結果を表４に示す。

表面調整と色の関係 製作した瓦のL*（明度）は、表面調

整方法にかかわらず４６～５０の範囲であり、a*b*（色相およ

び彩度）は差がほとんどなかった。これは、肉眼での観察

でも、色差を確認することはできない程度の僅かな差で

あった。

出土瓦との比較 色差（ E*ab）を見ると、平均して１４．７４５

の差が見られた。特にL*は、平均して１４．６９３の差が見ら

れるが、a*b*は、出土瓦が青、緑色、試作瓦が赤、黄色寄

りという違いはあるもののその差は僅かであり、試作瓦

と出土瓦の色差は、主に明度の差と考えることができる。

塗布瓦の色調 出土瓦と塗布を施した瓦の色差は、ベン

ガラを塗布した瓦が平均１０．１４７、丹土を塗布した瓦が

９．０６６となり、塗布を施さない瓦よりも、色差が小さくな

った。ただし色相は、より赤味、黄味が強くなる。配合

比と色差の関係は、ベンガラ、丹土ともに、水に対して

の割合が高い方が色差が小さい。淡路産粘土刷毛土の場

合、色差はベンガラ・丹土を塗布したものとほぼ同じで

あるが、色相と彩度はより出土瓦に近くなった。

まとめ

今回、表面調整方法と色の違いについて、明確な差を

得ることはできなかった。中国黒色磨研瓦では、ミガキ

調整と色に関係があることが示されており６）、今後ミガ

キの手法について検討の必要がある。また、当時の燻化

方法が現在と異なる可能性が指摘されており、いぶし以

外（塗布など）の可能性も含めて、中国や韓国の瓦の調

査、分析が求められよう。

一方、復原大極殿に葺く瓦は、出土瓦の色にできるだ

け近づくことが要求される。試作後におこなわれた検討

の結果、実際の施工では淡路産粘土を塗布する方法が採

用された７）。 （大林 潤）
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表４ 出土瓦と試作瓦の色度と色差

瓦種類 番号 表面調整 L* a* b* dL* dE* dE*平均
６２８４C ３４．６６０ －０．２００ －１．０６５
６６６４C ３１．１６０ －０．２６０ －０．３６５
平均 ３２．９１０ －０．２３０ －０．７１５

平瓦

① なし（上段） ４７．９７５ ０．８１０ １．４９０ １５．０６５１５．２６１

１４．７４５

② 布目 ４６．８１５ ０．８３０ １．７５５ １３．９０５１４．１６２
③ 布目＋ナデ（工具なし） ４９．１６５ ０．８２５ １．５０５ １６．２５５１６．４４０
④ 布目＋ナデ（ナデ板） ４７．７９５ ０．８０５ １．６７５ １４．８８５１５．１１１
⑤ ケズリ（金ベラ） ４７．８６５ ０．８４５ １．５３５ １４．９５５１５．１６１

⑥
１ ミガキ１（半乾燥：金ベラ） ４７．５１０ ０．７８５ １．３６５ １４．６００１４．７８２
２ ミガキ１（半乾燥：木ベラ） ４７．５４０ ０．７９０ １．３６０ １４．６３０１４．８１２

⑦
１ ミガキ２（乾燥後：金ベラ） ４８．７７５ ０．８５５ １．６８０ １５．８６５１６．０８１
２ ミガキ２（乾燥後：木ベラ） ４８．４７０ ０．８０５ １．３６０ １５．５６０１５．７３２

丸瓦

⑧ なし ４７．２２０ ０．７２０ １．５１５ １４．３１０１４．５１４
⑨ タタキ ４６．９７０ ０．７５０ １．３５５ １４．０６０１４．２４５
⑩ タタキ＋ナデ（工具なし） ４７．３５５ ０．６８０ １．０１０ １４．４４５１４．５７６

⑪
１ タタキ＋ナデ（木ベラ） ４６．６３５ ０．８０５ １．５３０ １３．７２５１３．９４６
２ タタキ＋ナデ（金ベラ） ４６．６７０ ０．７８５ １．３１５ １３．７６０１３．９４６

⑫
１ ミガキ１（半乾燥：金ベラ） ４７．１４０ ０．７１５ ０．７４０ １４．２３０１４．３３５
２ ミガキ１（半乾燥：木ベラ） ４６．６４５ ０．７５５ １．１６０ １３．７３５１３．８９７

⑬
１ ミガキ２（乾燥後：金ベラ） ４７．２７０ ０．８３５ １．６０５ １４．３６０１４．５８５
２ ミガキ２（乾燥後：木ベラ） ４６．５３０ ０．７３５ １．４８５ １３．６２０１３．８３０

塗布

⑭ ベンガラ１：５ ４２．５７０ １．６３０ ２．５３５ ９．６６０１０．３６０
１０．１４７

⑮ ベンガラ２：５ ４２．４２０ １．４６０ １．６０５ ９．５１０ ９．９３４
⑯ 丹土１：５ ４１．７５５ １．４７５ ３．４８０ ８．８４５ ９．９３７

９．０６６
⑰ 丹土２：５ ４０．１２５ １．５３０ ２．７５０ ７．２１５ ８．１９５
⑱ 淡路産粘土刷毛土 ４２．８８５ ０．０８５ ０．６１５ ９．９７５１０．０６８ １０．０６８

図２１ 出土瓦と試作瓦の色相及び彩度
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